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                 斑鳩町議会会議録 

                            平成２３年１２月２２日 

                            午前９時３０分 開会 

                             於 斑鳩町議会議場 
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     ４番  吉 野 俊 明          
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  教 委 総 務 課 長  西 川   肇   生 涯 学 習 課 長  佃 田 眞 規 

  上 下 水 道 部 長  谷 口 裕 司   上 下 水 道 課 長  清 水 孝 悦 

  上 下 水 道 課 長  上 田 俊 雄 

 

 
１，議事日程 

   日 程 １．建設水道常任委員長報告について  

   日 程 ２．厚生常任委員長報告について  

   日 程 ３．総務常任委員長報告について  

   日 程 ４．予算決算常任委員長報告について  

   日 程 ５．各常任委員会の閉会中の継続審査について  

   日 程 ６．議会運営委員会の閉会中の継続審査について  

    追加日程１．議案第４８号 斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について  

    追加日程２．発議第 ９号 「介護職員処遇改善交付金事業」を平成２４年度以            

             降も継続することを求める意見書について  

追加日程３．発議第１０号 政党助成金を廃止して、東日本大震災被災者救援に

使うことを求める意見書について  

 

 

１、本日の会議に付した事件  

   議事日程に同じ 
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           （午前９時３０分 開会） 

○議長（嶋田善行君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しております。  

  なお、吉野議員から欠席の通告を受けております。  

  よってこれより、本会議を再開し、直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、

開会初日に決定したとおりであります。これに従い議事を進めてまいります。  

  まず、日程１、建設水道常任委員長報告について、建設水道常任委員長の審査結果報

告を求めます。６番、紀委員長。 

○建設水道常任委員会委員長（紀 良治君） それでは、建設水道常任委員会委員長報告

をいたします。開会中の建設水道常任委員会は、去る１２月１３日、出席委員５名のも

と開催されました。その概要について報告いたします。  

はじめに、１、付議議案について、（１）議案第４５号  平成２３年度斑鳩町公共下

水道管渠築造工事請負契約の締結についてを議題とし、理事者より、斑鳩町公共下水道

事業第１５処理分区岡本汚水幹線２工区工事の入札を、去る１１月１５日に郵便による

制限付一般競争入札を行ったところ、契約対象となる応札額が低入札調査基準価格を下

回り、応札者より資料提出を受けて事情聴取及び関係機関への照会等の調査を实施した

結果、当該応札価格により契約の内容に適合した履行がなされると認められることから、

株式会社竹中土木奈良営業所と５億６，１７５万円、落札率７２．８％の工事請負契約

の締結をするとの説明がありました。これに対して委員より低入札基準価格・積算基準

について、また、労務費について、通学路の安全確保について質疑があり一定の答弁が

なされました。議案第４５号については、当委員会として満場一致で可決いたしました。  

次に、（２）議案第４６号  三郷町公共下水道施設を斑鳩町住民の利用に供すること

についてと、（３）議案第４７号  斑鳩町公共下水道施設を三郷町住民の利用に供する

ことについてを一括議題とし、理事者より、斑鳩町と三郷町の行政区域界に設置された、

それぞれの公共下水道施設を相互に有効利用するものであると説明がありました。これ

に対して委員より、三郷町との工事時期の摺合せについて質疑があり一定の答弁がなさ

れました。議案第４６号、議案第４７号については当委員会として満場一致で可決しま

した。 

次に、（４）陳情第６号 要望書についてを議題とし、事務局より概要説明があり、

理事者より、平成２２年度の斑鳩町商工会収支決算書等を整理したもの及び近隣市町村
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の商工会補助金一覧表の説明を受けました。委員皆さまの意見としては、補助金の増額

については認められないというご意見で、陳情第６号については不採択と決しました。  

次に、２、継続審査案件であります都市基盤整備事業に関することについて、①公共

下水道事業についてを、議題とし、理事者より、下水道工事進捗状況と公共下水道接続

申請状況について説明がありました。その内容は、龍田西６丁目・稲葉車瀬地内では、

舗装復旧工事が完了し、その他の各路線についても順調に工事を進めている。次に、接

続申請状況では、平成２３年１１末現在の申請受付け総数は２，４２９件、利用世帯数

は２，７１７世帯で、接続率は６２．６％であるとの説明がありました。これに対して、

委員より、雤水貯留施設についての質疑があり、一定の答弁がされました。  

次に、②都市計画道路の整備促進に関することについて、理事者より、いかるがパー

クウェイの進捗状況では、稲葉車瀬区間において、白山神社付近の道路改良工事につい

ては、１２月１日から工事が实施されている。また三室交差点までの間の道路計画につ

いては、サンドミール自治会長に計画案の説明を行ったこと。次に、法隆寺線整備事業

では引き続き、ご協力いただけるよう用地交渉を進めていると説明がありました。これ

に対して、委員より岩瀬橋付近の放置自動車と岩瀬橋までの完成時期について質疑があ

り、一定の答弁がされました。本件については、報告を受け、一定の審査を行ったとい

うことで終わりました。  

次に、③ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについて、理事者より、報告があり

ました。これに対して委員より質疑はありませんでした。本件については、報告を受け、

一定の審査を行ったということで終わりました。  

次に、３．各課報告事項についてを議題とし、（１）一般国道２５号斑鳩町歩道設置

事業について、理事者より国道２５号龍田大橋前後の歩道設置事業についての進捗状況

について、また、竜田大橋バス停からイオンショッピングセンターまで延伸して整備さ

れることについて説明があり、これに対して委員より歩道設置事業の今後の見通しにつ

いて質疑があり、一定の答弁がなされました。 

次に、（２）斑鳩市の開催について、理事者より斑鳩市の開催日は、平成２４年２月

１８日（土）・１９日（日）で、斑鳩町法隆寺観光自動車駐車場で行うことの報告を受

けました。 

各課報告事項については以上のように報告を受け、次に、その他について、各委員よ

り質疑、ご意見をお聞きしたところ、産業フェスティバルについて、また、桜池の堤防
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の道路拡張について、米寿橋付近の道路舗装について、上水道工事の入札についてなど、

質疑があり、理事者より一定の答弁がされました。  

以上が、閉会中の建設水道常任委員会の審議の概要です。詳細につきましては会議録

をご覧いただければ幸いです。以上をもちまして、委員長報告を終わります。  

ご清聴ありがとうございました。  

○議長（嶋田善行君） 次に、日程２、厚生常任委員長報告について、厚生常任委員長の

審査結果報告を求めます。１番、宮﨑委員長。 

○厚生常任委員長（宮﨑和彦君）  それでは、厚生常任委員会の委員長報告をさせていた

だきます。去る１２月１４日全委員出席のもと厚生常任委員会を開き、本会議より付託

を受けた議案及び継続審査案件、委員会所管にかかる事案について報告を受け、審議を

行いましたので、その概要について報告いたします。 

初めに、付託議案について、陳情第７号 「介護職員処遇改善交付金の継続」を求め

る意見書採択を求める要請書についてを議題としました。介護職員の処遇改善を図るた

め、平成２１年度に設立されました介護職員処遇改善交付金がこの平成２３年をもって

終了することから、２４年度以降も継続を求める意見書を国に提出してもらいたいとい

う要請があるとの説明を受けました。委員より利用料、介護報酬の変更、利用者の負担、

法律改正の必要性について質問がありました。理事者より、利用料、介護報酬の変更は、

事業計画、介護保険料に影響してきますので、現段階で決まっていないのは、はがゆい

ところであるとのことです。介護報酬改定に関する審査報告で、４５分での区分を基本

として見直され、利用者の心身状況、生活環境を踏まえて、適切なアセスメント、ケア

マネジメントに基づいて、必要なサービスが提供されるよう配慮する、というなお書き

が書かれていますとのことです。法律改正の必要性は省令改正で行われるものと考えて

いる。委員より医療の報酬と働く人との環境が大切であり、この制度を継続するべきも

のと考え賛成しますとのことです。委員より、報酬について、県内の事業者の方がどの

ような処遇を受けておられるのか实際問題として状況をお聞かせください、との質問が

あり、理事者より賃金形態には、事業所の体制、施設の維持管理費及び経費の関係もあ

り、働いておられる方の家庭事情もございます個々それぞれ違いますので、一概には言

えません、それらのデータについては調査しておりませんとのことです。 

委員より、看護師の処遇改善を国に要望してほしい、との意見がありました。  
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意見を終結し、陳情第７号については、当委員会として満場一致で採択すべきものと

決しました。当委員会の発議をもって意見書を提出したいと思います。  

続きまして、次に、各課報告事項について、国民健康保険税等の夜間・休日納税相談

の实施について、平日来庁できない方のために、夜間または休日に納税相談窓口を開設

いたしますとの説明・報告がされました。 

次に、その他について、委員より子育てシステムについて斑鳩町のこれからの考え方

について、各種納税の滞納の差し押さえについて、ポリオワクチンの不活性ワクチンの

導入について、年末年始のごみの収集の場所と渋滞について、将来の幼稚園、保育所の

受け入れ体制について質疑され、理事者より一定の答弁がされました。  

以上、厚生常任委員会委員会の審査内容についての概要報告であります。詳細につき

ましては、会議録をご一読いただきますようお願いします。  

ご清聴ありがとうございました。  

○議長（嶋田善行君） 次に、日程３、総務常任委員長報告について、総務常任委員長の

審査結果報告を求めます。５番、伴委員長。  

○総務常任委員長（伴 吉晴君） それでは、総務常任委員会の審査結果についてのご報

告をいたします。本定例会初日に、本会議から付託を受けました議案等の審査を行うた

め、１２月１５日、全委員出席のもと委員会を開催いたしました。  

 その審査の概要と結果についてご報告いたします。  

 まずはじめに、本会議からの付託議案であります、議案第３６号  斑鳩町暴力団排除

条例についてを議題とし、理事者より、暴力団は、近年、伝統的な資金獲得活動や民事

介入暴力、行政対象暴力等、活動を活発化させており、このようななか、社会からの暴

力団排除の気運を更に高めるべく、住民や事業者、そして町との連携を一層強化し、社

会が一体となった取り組みを充实させ、暴力団の排除を推進する必要があるためこの条

例を制定するものであると、議案書末尾の条例の要旨をもって説明がありました。  

 委員より暴力団員でなくなった日から５年を経過しない方の対応についてや、祭りな

どで露天商の中に暴力団関係の方がおられた場合の対応についての質疑があり、理事者

から一定の答弁がなされた後、本件についてお諮りしたところ、当委員会としては、満

場一致で原案どおり可決すべきものと決しました。  

 次に、議案第３７号 斑鳩町暴力団排除条例の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例についてを議題とし、理事者より、暴力団排除条例に規定する施策のひとつに、町の



 

 - 7 - 

施設からの暴力団の排除が定められており、当該規定により、町が設置する公の施設の

うち、町長もしくは教育委員会が使用の承認を行い、かつ、暴力団の活動に使用される

おそれのある施設について、当該条例の規定整備を行うものであるとの説明がなされま

した。委員より一定の質疑があり、理事者から一定の答弁がなされた後、本件について

お諮りしたところ、当委員会としては、満場一致で原案どおり可決すべきものと決しま

した。 

 次に、議案第３８号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題とし、理事者より議案書末尾の条例改正の要旨を

もって説明がなされました。本件についてお諮りしたところ、当委員会としては、満場

一致で原案どおり可決すべきものと決しました。  

 次に、議案第３９号 斑鳩町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例につ

いてを議題とし、理事者より、障害者自立支援法の一部改正に伴う、改正前の障害者自

立支援法の条文を引用している本条例の条文整理を行うものとの説明がなされました。  

本件についてお諮りしたところ、当委員会としては、満場一致で原案どおり可決すべき

ものと決しました。 

 次に、斑鳩町における歴史的史跡等の発掘調査、整備保存に関することについてを議

題とし、理事者より斑鳩町文化財センターの運営については、第２回目の「国宝藤ノ木

古墳出土品里帰り展」を１１月３日から１１月２９日に開催し、その間の入館者数は２，

４９３人で前年度の「斑鳩の古墳展」より６６８人の増であり、また１１月２８日に開

催された斑鳩町文化財活用センター運営委員会では、来年度の展示会は、春季企画展と

して「弥生時代の斑鳩のようす」、夏季企画展では「江戸時代の法隆寺村西里の大工棟

梁・安田家」、秋季特別展では「国宝藤ノ木古墳の馬具―奈良県内古墳出土の馬具展」

を、そして冬季企画展では、小田原市交流記念展として「戦国時代の小田原と斑鳩」と

いうような案について協議がなされたとの報告を受けました。また、史跡中宮寺跡整備

検討委員会の開催は１２月の開催で調整を行ったが、各委員の日程が調整できなかった

ため、１月２３日に開催することになったとの報告がなされました。委員から、斑鳩町

文化財センターの入館者からいただいた、アンケート調査の結果に対する質疑があり、

理事者より一定の答弁がなされました。  

 次に、各課報告事項として斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について、理事者よ

り東日本大震災に係る雑損控除額等の特例の町民税への適用について町税条例を改正す
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るものであり、６月に同様の町税条例改正に伴うもので、現時点で本町の特例適用件数

はないこと。また、最終日に追加上程したいとの報告があり、委員より６月の町税条例

との違いについて質疑があり、理事者より一定の答弁がなされております。  

 次に、神奈川県小田原市との都市間交流に関する協定について、理事者より、小田原

市と協議を進めてきた結果、協定に関する基本的な合意が整い、両市町の歴史的・文化

的資産を活用した文化交流を展開するための都市間交流に関する協定を、町政６５周年

を迎える平成２４年２月１１日に当町において調印式を予定しており、その準備を進め

ているとの説明がなされました。  

 他に、理事者より、町立幼稚園の保育料を現在の６，１００円に来年度も据え置くこ

とや町立幼稚園の教諭の採用試験の实施について報告があり、委員より一定の質疑があ

り、理事者より一定の答弁がなされました。  

 次に、職員採用試験の結果について理事者より、１２月３日に最終の試験を行い、一

般事務職で６名、保健師で１名、保育士で４名、司書で１名、合計で１２名を採用する

との報告がありました。  

 また、その他の質疑にて委員より、臨時職員さんが集まりにくいのは賃金が安いから

ではないのか、また、臨時職員の募集時の採用試験について、質疑があり、理事者から、

一定の答弁がなされました。  

 以上が、開会中におけます当委員会にかかります審査の概要と結果であります。  

 詳細につきましては、会議録に整理いたしますので、ご覧いただきますようお願いい

たします。以上で、総務常任委員会委員長報告を終わらせていただきます。  

 ご静聴ありがとうございました。  

○議長（嶋田善行君） 次に、日程４、予算決算常任委員長報告について、予算決算常任

委員長の審査結果報告を求めます。１３番、里川委員長。  

○予算決算常任委員長（里川宜志子君）  それでは、予算決算常任委員会の報告をさせて

いただきます。去る、１２月１６日（金）に５名の委員の出席のもと、委員会を開催い

たしましたので、ご報告をさせていただきます。 

まず、本会議からの付託議案の（１）議案第４０号  平成２３年度斑鳩町一般会計補

正予算（第４号）についてを議題とし、企画財政課長から議案書に基づき説明を受けま

した。続いて、委員から質疑・意見をお受けしたところ、ひとつ目として障がいをお持

ちの方が高齢化してくることで、各事業の増加などがあるか、また、今後の動向などの
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見解について、ふたつ目として、老人憩の家の改修や備品購入については、カラオケの

機械がかなり古いシステムのものなので、お年寄りには使いにくく管理も大変なことか

ら、改善が必要ではないか。３つとして、消費者相談で、新設するインターネットのＬ

ＡＮの内容と設置場所について、４つとして、債務負担行為補正が追加されている内容

について、委託するに至った経緯、金額の設定根拠などの質疑・意見があり、一定の答

弁が行われたのちに、本案について委員にお諮りしたところ、原案どおり満場一致で可

決すべきものと決しました。  

次に、（２）議案第４１号  平成２３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第４号）についてを議題としました。国保医療課長から、議案書に基づき、補正する

内容の説明を受けました。委員からは、ひとつとして、１人当たりの医療費の動向や高

齢化に伴う今後の対策について、ふたつとして、朝と夜の診療時間の違いなどの質疑が

あり、一定の答弁がされております。本案につきまして委員にお諮りしたところ、原案

どおり満場一致で可決すべきものと決しました。  

  次に、（３）議案第４２号  平成２３年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）についてを議題として、下水道課長から、議案書に基づいて説明を受けまし

た。委員からは、継続費補正の変更について、岡本汚水幹線の低入札調査価格での落札

により変更されたものだが、３年間の費用割が同じパーセンテージでよいのか、工程や

工期どおりの積算になっていないのではないか。ふたつとして、社会資本整備総合交付

金の減額の内容と今後の動向についてなどの質疑があり、一定の答弁がなされました。

そののち、本案について委員にお諮りしたところ、原案どおり満場一致で可決すべきも

のと決しました。 

  次に、（４）議案第４３号 斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）につい

てを議題としました。福祉課長から、議案書に基づいて説明を受けましたが、委員から

特段の質疑はありませんでした。本案についても委員にお諮りしたところ、満場一致で

原案どおり可決すべきものと決しました。  

次に、（５）議案第４４号  斑鳩町水道事業会計補正予算（第２号）についてを議題

としました。水道課長から議案書に基づいて説明を受けました。委員からは、台風１２

号の被害による支援で、職員を派遣した状況と経費についての質疑があり、これについ

ても一定の答弁がなされています。本案について、委員にお諮りしたところ満場一致で

原案どおり可決すべきものと決しました。  
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続きまして、２．その他についてを議題としましたが、委員から特段の質疑・意見は

ありませんでした。続いて、予算補正を必要とする事務事業についてを継続審査とする

ことを委員みなさんに諮らせていただき、手続きをとることといたしました。 

以上が開会中に開催しました委員会の概要ですが、詳細につきましては、会議録に整

理をいたしますので、ご覧いただきますようお願いをさせていただき報告とさせていた

だきます。ご静聴ありがとうございました。  

○議長（嶋田善行君） 以上で各委員長の報告が終わりました。 

  これより、付議順序に従い表決を行ってまいります。  

  まず初めに、議案第３６号 斑鳩町暴力団排除条例についてをお諮りいたします。本

案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ございま

せんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第３６号については、満場一致で可決いたされました。  

  続いて、議案第３７号 斑鳩町暴力団排除条例の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告

どおり可決することにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君）異議なしと認めます。よって、議案第３７号については、満場一致

で可決いたされました。  

  続いて、議案第３８号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例についてを、お諮りいたします。本案については、質疑、討論

を省略し、委員長報告どおり可決することにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第３８号については、満場一

致で可決いたされました。  

  続いて、議案第３９号 斑鳩町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例に

ついてを、お諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どお

り可決することにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  
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○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、議案第３９号については、満場一

致で可決いたされました。  

  続いて、議案第４０号 平成２３年度斑鳩町一般会計補正予算（第４号）についてを

お諮りいたします。本案については、討論の申し出があります。  

  よって、これより討論を行います。  

  初めに、本案を可決することに反対の議員の意見を求めます。１４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） それでは、議案第４０号  平成２３年度斑鳩町一般会計補正予

算（第４号）について、反対の立場から意見を申しあげます。 

  まず、今回の補正予算の中で問題があると考えているのは、債務負担行為として上げ

られている保育園の給食調理・洗浄業務委託についてです。  

  これまでにも小・中学校の給食調理・洗浄業務を民間委託する際に食育としての観点

は守られるのか、また問題が起こった際の対応や業者への指導など、民間委託に移行す

ることについては問題があると指摘をしてきました。今回は、保育所の給食調理・洗浄

業務を民間委託するということですが、私が感じている問題点について申しあげます。 

  まず１点目は、小・中学校以上に一人ひとりの子どもに対し丁寧な対応が必要になる

という点です。小・中学校では大人数分の給食をつくるため、調理工程がライン化され

ており個別の対応が難しいため、アレルギーの対応をしようと思えば主に除去食という

ことで対応をされています。しかし、保育所の場合は、個別のアレルギー対応食をつく

るということも含め、ゼロ歳児への離乳食やまた幼児食など発達段階に応じた一人ひと

りの子どもに対しての調理が求められます。この点については、業者との契約の際に仕

様書の中でどういう対応が必要か、こうした点で明記はされるでしょうが、果たして子

どもたちにとってはどちらがいいのでしょうか。現在は、給食調理員の方がおられ、一

人ひとりの園児の顔を覚えてくれている方もおられます。「きょうは○○ちゃん、風邪

ひいて調子悪そうやったな」と子どもたちの体調にも気を配っていただくなど、より一

人ひとりの子どもに合わせた食事対応ができ、子どもたちや保護者にも安心していただ

ける給食が現在、提供できているのではないでしょうか。そういった点では、民間委託

をするよりも今後も直営でやっていくほうが望ましいと考えます。  

  ２点目には、今回、そもそもなぜ民間委託をしようということになったのかという点

で大きな問題があると感じています。昨年度、調理業務に従事をする臨時職員の年度途

中での退職が相次ぎ、調理員の確保に苦労した、このことがきっかけになったというこ
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とですが、この臨時職員さんの確保、特に給食調理員さんについては、これまで小・中

学校の給食のほうでも非常に苦労をされてきた。この点についてはいろいろお話もお聞

きする中で、特に担当課の皆さんは本当にご苦労されてきているということを感じてい

ます。また、給食調理員さんだけでなく、保育士さんや学童保育の指導員さんなどもな

かなか応募がないということで、臨時職員さんが集まらないという状況があります。し

かし、いろいろ調べていくとその原因について、私はひとつに大きく臨時職員というく

くりで見て、その賃金形態や雇用形態に問題があるのではないかと感じています。近隣

と比較しますと、お隣、三郷町では勤続経験年数に応じて賃金が上積みされるシステム

になっていますが、斑鳩町では１年目の方も、１０年以上働いておられる方も賃金は全

く変わりません。また、斑鳩町は毎年採用試験があり、職種によっては面接だけではな

い場合もあります。他町では余りそんな話は聞いたことはなく、斑鳩町で臨時職員の仕

事をやろうと思うとそこがネックになるという話を实際にお聞きしています。時給など

で見ますと近隣より低いということはありませんが、そうした他町にはないハードルを

設けているのであれば、逆に他町よりも賃金に差をつけるなどして人材確保に努める必

要があるのではないか。そうした状況の中で人材が他町に流れていってしまっている、

そうした实態があるのではないかと考えます。また、この間、以前に臨時職員さんの賃

金を一律１０％カットする、こうしたことが行われてきました。これについては、議会

のほうからもいろいろ意見があり、町としても年々戻してはきていますが、私はそうし

た町の臨時職員さんに対する姿勢が人材確保の障害になっているのではないかというふ

うに感じています。こうした实態がある中で、人材確保が厳しいからと安易に民間委託

をし、問題解決を図ろうとするそのやり方については納得ができません。ましてや今回

は、民間委託することによって、せっかく今年度で５人きていただいている臨時職員さ

んを来年度では減らすことになります。最初に申しあげたように、保育所の子どもたち

のことを考えれば直営でやっていくほうが望ましいのに、わざわざ今いる給食調理員さ

んの数を減らしてまで民間委託をするというのも理解ができませんし、問題の本質が違

うと思います。なぜ臨時職員さんの確保でここまで苦労をするのか、その点をもっと追

及し、斑鳩町として質の高い保育を保っていただきますことを強く要望いたします。  

  以上、申しあげてきましたように、今回の一般会計の補正予算については債務負担行

為で計上されている保育所の給食調理洗浄業務の委託について問題があり、改善を求め

る立場であるということを申しあげまして、私の反対意見とさせていただきます。  
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○議長（嶋田善行君） 次に、本案を可決することに賛成の議員の意見を求めます。  

  ２番、小林議員。 

○２番（小林 誠君） それでは、議案第４０号 平成２３年度斑鳩町一般会計補正予算

（第４号）について、賛成する立場から意見を申しあげます。 

  今回の補正予算は、障害者介護給付・訓練等給付費や保育所の広域入所委託料の増額、

老人憩の家の屋根改修等の費用、さらには待機児童を解消するため、あわ保育園の改装

等に要する費用など、子育て支援の充实や町民の皆さんの生活に密着した予算が盛り込

まれております。 

  また、保育園における給食調理・洗浄業務を民間事業者に委託するための債務負担行

為の補正予算については、既に小学校や中学校においても、導入され数年経過しており

ますが、適切に運営されているものと考えます。  

  保育園における導入についても、担当常任委員会や本定例会中の理事者からの説明や

答弁では、保育者会への説明も行い、一人ひとりの離乳食やアレルギーへの対応なども

していただけると思っております。保育園行事でも今までと同様に、民間事業者の方で

すけれども対応していただけるというふうに思っております。以上のことも協力なども

考慮されており、町の考えに理解できるものであります。  

  しかしながら、反対者がおっしゃったように、臨時職員さんへの対応について私も一

つ苦言がございます。この案件に関しましても、せっかく臨時職員になっていただいた

方々に対しまして、４月になっていただき、すぐに担当課のほうから説明がいったよう

でありますけれども、せっかく働いていただいた方に、いきなり入って数カ月で「もう

来年度からなります。仕方がないのでよろしくお願いします」と、いくら正論を申しあ

げてもやはり向こうも人間ですので、もう尐しそういう立場の弱い臨時職員の方々に配

慮をしていただきたかったと思います。毎年、毎年、この時期にそういうことが各議員

さんのほうにも上がってくると思います。そういうことのないように役場のほうも努力

していただけてるとは思いますけれども、そういう心情に対してもっと配慮していただ

くようにつけ加えておきます。  

  以上のことにも配慮していただきながら、議案第４０号  平成２３年度斑鳩町一般会

計補正予算（第４号）について賛成するものであります。  

  議員皆様方のご賛同をよろしくお願い申しあげます。 
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○議長（嶋田善行君） これをもって討論を終結いたします。本案については、賛否両論

であります。 

  よって、これより採決を行います。  

  議案第４０号について、原案のとおり可決することに賛成の議員の起立を求めます。  

（起立する者あり） 

○議長（嶋田善行君） 起立多数であります。 

  よって、議案第４０号については、賛成多数で可決いたされました。  

  続いて、議案第４１号 平成２３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

４号）についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報

告どおり可決することにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第４１号については、満場一致で可決いたされました。  

  続いて、議案第４２号 平成２３年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第１

号）についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告

どおり可決することにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第４２号については、満場一致で可決いたされました。  

  続いて、議案第４３号  平成２３年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号）についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告

どおり可決することにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第４３号については、満場一致で可決いたされました。  

  続いて、議案第４４号 平成２３年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第２号）につい

てをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可決

することにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 



 

 - 15 - 

  よって、議案第４４号については、満場一致で可決いたされました。  

  続いて、議案第４５号 平成２３年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結

についてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どお

り可決することにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第４５号については、満場一致で可決いたされました。  

  続いて、議案第４６号 三郷町公共下水道施設を斑鳩町住民の利用に供することにつ

いてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可

決することにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第４６号については、満場一致で可決いたされました。  

  続いて、議案第４７号 斑鳩町公共下水道施設を三郷町住民の利用に供することにつ

いてをお諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、委員長報告どおり可

決することにご異議ございませんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第４７号については、満場一致で可決いたされました。  

  続いて、陳情第６号 要望書についてをお諮りいたします。本件については、質疑、

討論を省略し、委員長報告どおり不採択とすることにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、陳情第６号については、満場一致で不採択といたされました。  

  ここでお諮りいたします。皆さんのお手元に配付いたしております、追加日程１、議

案第４８号 斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について、追加日程２、発議第９号  

「介護職員処遇改善交付金事業」を平成２４年度以降も継続することを求める意見書に

ついて、追加日程３、発議第１０号 政党助成金を廃止して東日本大震災被災者救援に

使うことを求める意見書についてを日程に追加し、日程の順序を変更し、先に審議する

ことにご異議ございませんか。  
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           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、追加日程１、議案第４８号、追加日程２、発議第９号、追加日程３、発議第

１０号を日程に追加し、日程の順序を変更し、先に審議することに決しました。  

  それでは、追加日程１、議案第４８号 斑鳩町町税条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。  

  お諮りいたします。本案については、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付

託を省略することにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第４８号については、委員会付託を省略いたします。 

  理事者の提案説明を求めます。西本総務部長。  

○総務部長（西本喜一君）  それでは、議案第４８号 斑鳩町町税条例の一部を改正する

条例についてを説明させていただきます。  

  まず、議案書を朗読させていただきます。  

  議 案 第 ４ ８ 号 

         斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について  

  標記について、地方自治法第１４９条の規定により別紙のとおり提出し、議会の議決

を求めます。 

平成２３年１２月２２日提出  

斑鳩町長 小城 利重 

  今回の町税条例の一部改正につきましては、東日本大震災の被災者等の負担の軽減及

び東日本大震災からの復興に向けた取り組みの推進を図る地方税法の一部を改正する法

律が平成２３年１２月１４日に施行されましたことから、本条例において所要の改正を

行うものでございます。  

  条例改正文、新旧対照表の朗読は省略をさせていただき、末尾の要旨をもって説明に

代えさせていただきたいと存じますので、ご理解をいただきますようお願いを申しあげ

ます。恐れ入りますが、議案書末尾の斑鳩町町税条例の一部を改正する条例要旨をごら

んいただきたいと存じます。  

  主な改正内容でございます。  
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  平成２４年１月１日以降の災害関連支出に係る「東日本大震災に係る雑損控除額等の

特例」の適用としまして、個人町民税において東日本大震災により受けた資産の損失等

の金額について、所得割の納税者の選択により、平成２２年において生じた損失の金額

として、町民税に係る雑損控除の適用を可能とする特例措置について、平成２４年１月

１日以降の災害関連支出についてもこの特例措置を適用するものでございます。  

  これは、本年６月に行いました町税条例の改正の中で、東日本大震災に係る雑損控除

が本来ですと平成２４年度分の個人町民税の課税の際の雑損控除の適用となるところを

平成２２年において生じた損失の金額といたしまして、平成２３年度分の町民税に係る

雑損控除への適用を可能とし、早期に被災者の負担軽減を図るための特例を設けました

が、今回の改正ではさらに平成２４年１月１日以降に被災住宅に係る取り壊しや土砂の

撤去等に係る費用、いわゆる災害関連支出がある場合には、申告書を提出する前日まで

の支出についても平成２２年において生じた損失の金額として取り扱うことが可能とな

る特例を設けるものでございます。この改正規定の施行日は公布の日でございます。 

  なお、現時点における東日本大震災に係る雑損控除の特例の適用については、本町で

はございません。 

  以上をもちまして、議案第４８号  斑鳩町町税条例の一部を改正する条例についての

説明とさせていただきます。  

  何とぞ温かいご審議を賜りまして、原案どおりご可決をいただけますよう、よろしく

お願いを申しあげます。 

○議長（嶋田善行君） 説明が終わりましたので、質疑をお受けいたします。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） これをもって質疑を終結いたします。お諮りいたします。本案に

ついては、原案どおり可決することにご異議ございませんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第４８号については、満場一致をもって可決いたされました。  

  次に、追加日程２、発議第９号 「介護職員処遇改善交付金事業」を平成２４年度以

降も継続することを求める意見書についてを議題といたします。  

  提出者の説明を求めます。１番 宮﨑委員長。 
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○厚生常任委員長（宮﨑和彦君）  それでは、発議第９号の「介護職員処遇改善交付金事

業」の意見書を読まさせていただきます。 

  議案書をまず朗読させていただきます。 

  発 議 第 ９ 号 

         「介護職員処遇改善交付金事業」を平成２４年度 

          以降も継続することを求める意見書について  

  標記について、地方自治法第１０９条第７項の規定により別紙のとおり提出し、議会

の議決を求めます。 

平成２３年１２月２２日提出  

厚生常任委員会委員長  宮崎 和彦 

  内容は、朗読をもって説明とさせていただきます。  

         「介護職員処遇改善交付金事業」を平成２４年度  

          以降も継続することを求める意見書  

  平成２４年４月に介護報酬の改定が予定されており、厚生労働省介護保険部会で審議

がされているところです。超高齢社会を迎えて、介護を担う介護職員の不足が深刻で、

その処遇改善の必要性が社会問題化した平成２１年度、麻生内閣によって創設された

「介護職員処遇改善交付金事業」は、平成２３年度末で終了するものとなっています。  

  来年度の介護報酬改定にあたり、この「介護職員処遇改善交付金事業」を継続するの

か､処遇改善に相当するものを介護報酬に組み込むものかが大きな焦点といわれていま

す。 

  私たちは、次の２つの理由から、税金を投入している現在の「介護職員処遇改善交付

金事業」を平成２４年度以降も継続することを求めます。第一に、介護報酬の中に組み

込めば、介護報酬の約２％に相当するといわれ、当然、介護保険料の引き上げ、利用料

の増大に結びつきます。第二に、介護職員の処遇改善はいまだ改善された状況になく、

離職者が依然として高い状況が続いています。また、事業者は介護職員の確保に苦慮し

ています。 

  介護報酬に組み込んだ場合、職員の処遇改善に結びつく保障がなくなります。介護報

酬のアップ分を処遇改善に充てるか否かは事業者の判断次第ということになってしまい

ます。 
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  つきましては、以上の主旨から、国ならびに関係機関におかれましては、「介護職員

処遇改善交付金事業」を平成２４年度以降も継続するために尽力していただくことを強

く求めます。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により意見害を提出します。  

   平成２３年１２月２２日  

奈良県斑鳩町議会 

  以上で、発議第９号の説明とさせていただきます。  

  どうぞ、よろしくお願いいたします。  

○議長（嶋田善行君） お諮りいたします。本案については、質疑、討論を省略し、原案

どおり可決することに、ご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。よって、発議第９号については、満場一致

をもって可決いたされました。本意見書は、関係機関に送付いたします。 

  ただ今の発議第９号の可決により、陳情第７号については、採択されたものとみなし

ます。 

  続いて、追加日程３、発議第１０号 政党助成金を廃止して、東日本大震災被災者救

援に使うことを求める意見書についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。１４番、木澤議員。 

○１４番（木澤正男君） それでは、まず議案書を朗読いたします。 

  発 議 第 １ ０ 号 

         政党助成金を廃止して、東日本大震災被災者救援に  

         使うことを求める意見書について  

  標記について、地方自治法第１１２条の規定により別紙のとおり提出し、議会の議決

を求めます。 

平成２３年１２月２２日提出  

議会議員 里川宜志子 

木澤 正男 

  それでは、次のページの意見書の朗読をもちまして、提案説明とさせていただきます。  

          政党助成金を廃止して、東日本大震災被災者救援に  

         使うことを求める意見書  
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政党助成金は、金権政治に対する国民の批判を背景に「政治改革」関連法で小選挙区

制とセットで、企業・団体献金も自粛する流れのなかで導入されました。１９９５年に

实施されてから昨年までの１６年間で２６党に５０３８億円の巨費を助成しています。  

ところが現在、政党助成金を受け取っている政党のほとんどが企業や団体から献金を

受け取るようになっています。企業・団体献金を受け取りながら政党助成金を受け取り

続けることは国民を欺くものです。  

また、昨年支給された政党助成金総額３１９億４２００万円のうち、民主党は１７１

億５１６万円、自民党は１０２億６３８１円で、党本部に占めるその割合は民主党８３．

８％、自民党７０．９％となっています。このように、政党の財政の主要な部分が公費

によって賄われているような現状は、政党が国民から遊離し、政治家が国民目線を忘れ、

国民の政治離れを作り出しているともいえます。  

また、本来、国庫に返納しなければならない政党助成金の残高が６３億６６８３万円

も基金として貯めこまれ、返納されていません。国民の税金は、本来、教育や医療など

国民のために使われるべきです。しかも、国民の多くが貧困に苦しんでいる時に、政党

が税金を食いつぶすことなど許されるものではありません。  

３月１１日に発生した東日本大震災では、１万人を超える死者や津波による壊滅的な

被害を受け、未だに原発事故の収束の見込みさえない状態です。そのなかで苦しみを強

いられている多くの被災者を考えるとき、この政党助成金を返納・廃止して、被災者救

援に使うことが、最良の方法だと考えます。  

以上のことから下記の通り要望します。  

                   記 

一． 違法性の高い残金は直ちに返還を求めること。  

一．返納と廃止によって確保した税金は東日本大震災被災者救援に充てること。  

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。  

平成２３年１２月２２日 

奈 良 県 斑 鳩 町 議 会           

  以上でございます。どうぞ、よろしくお願いいたします。  

○議長（嶋田善行君）本案については、賛否の討論を要するとの申し出があります。  

  よってこれより討論を行います。  

  初めに、本案を可決することに反対する議員の意見を求めます。１１番、飯髙議員。 



 

 - 21 - 

○１１番（飯髙昭二君） それでは、発議第１０号  政党助成金を廃止して東日本大震災

被災者救援に使うことを求める意見書について、反対の立場から意見を申しあげます。 

  この政党助成金は、企業・労働組合・団体などから政党政治団体への政治献金を制限

する対象として政治改革の中で議論され、平成６年に小選挙区と政党交付金の導入を柱

とする政治改革の法律のひとつとして成立し、導入されました。この法律では、政党助

成を行うにあたって必要な政党の要件、政党の届出、その他政党交付金に関する手続き

のほか、政党交付金の使途の報告などについて法律により定められております。  

そこで政党は、政党助成金が国民から徴収された税金、その他の貴重な財源で賄われ

ているものであることに特に留意し、その責任を自覚し、その組織及び運営については

民主的かつ公正なものとするとともに、政党交付金を適正に適切に使用しなければなら

ないとされています。この助成金の使途の適正については、使途の報告を通じて広く国

民の前に明らかにして、国民の批判と監視のもとに置くことによりこれをはかることと

されております。 

  また、その他不正な行為により政党交付金の交付を受けたときは、その行為をした者、

またこのほか政党交付金の使途等に関する報告を提出せず、これに記載すべき事項の記

載をせず、またこれに虚偽の記入をした者については、当然ながら政党助成法違反行為

について罰則が設けられています。政党助成金は国民の皆様の貴重な税金などの財源で

賄われており、使途については国民の皆様の信頼を損なうことのないよう各政党が責任

を自覚し、当然ながら誤解のないよう法律に基づく運用をしていかなければなりません。  

  さて、今回の意見書の要望は、ひとつ目に違法性の高い残金は直ちに返還を求めると

のことですが、意見書には各政党の助成金額が示されており、国庫に返納すべき政党助

成金の残金が６３億６，６８３万円もの基金が返納されていないとのことで、この件に

つきましては、現行の法律により執行されております。また、返納につきましては、政

党が政党助成制度に違反して政党交付金の交付の決定を受けた場合には、交付を停止し、

返還を命ずるとされております。また、政党が解散等をした場合にも、政党基金の残高

を超えた額の政党交付金の返還を命ずることができるともされております。助成を受け

た政党がもし不正な行為を起こした場合、この法律に従い厳しく罰則を加えていく必要

があります。また、この法律に基づく運用についていくつか問題点について指摘されて

いるようなことがあれば、今後、協議を深め、見直しをし、改正し、住民にご理解をい

ただけるよう、わかりやすい制度となるよう改善すべきであると考えます。  
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  ２つ目に返納と廃止について確保した税金は、東日本大震災救援にあてるとのことで

すが、政党助成金はこの法律の目的に沿った使い方をしており、これを財源にあてるこ

とは余りにも性急であると考えます。また、返納と廃止を東日本大震災被災者救援と結

びつけるのは別の次元であるとも考えます。また、東日本大震災被災者救援にあてると

のことですが、現に復旧・復興財源として既に３月２８日、民主、自民、公明の３党が

半年間で衆参両院の国会議員の歳費をひとり当たり３００万円、月額５０万円を削減す

ることを合意し、歳費の改正法案成立後、復旧・復興財源にあてるために实施されてお

ります。しかしながら東日本大震災から９カ月以上が経過した現在、復旧・復興に向け

た財源は限りなく必要となってきております。今後も議員みずからの身を削る思いで、

被災者救援の財源のため、国会議員一人ひとりの歳費削減の継続を進め、また国会議員

定数削減も視野に入れながら被災者救援のための財源寄与となるよう早急に实施するこ

とが先決ではないかと考えます。  

  よって、以上のことから本意見に対し、反対の意見とさせていただきます。  

  議員皆様のご理解をどうかよろしくお願い申しあげます。以上でございます。  

○議長（嶋田善行君） 次に、本案を可決することに賛成する議員の意見を求めます。  

  １３番、里川議員。 

○１３番（里川宜志子君）  それでは、発議第１０号 政党助成金を廃止して東日本大震

災被災者救援に使うことを求める意見書について、賛成の立場から意見を申しあげてお

きたいと思います。 

  まず、ただいま反対者の方が意見をいろいろ述べられましたが、全くそもそもの政党

助成金のあり方というものに対しての考え方の違いがあるということが今、討論を聞い

てて非常に強く感じました。  

  まず私は、赤ちゃんからお年寄りまで１人２５０円。今年度では３１９億４，１９９

万、これだけの金額を税金から投入する。税金を払っておられない方たちまで対象にし

た完全な人口で１人２５０円と決めて、どこの政党を支持しようが今の政治に不満を感

じようがこういう形で政党に対して助成をしていくという、このそもそものとこから、

入り口のところから私たちはまず反対の意見を持っておりました。ですから、日本共産

党はこの政党助成金は今まで全く受け取っておりません。  

  そしてこの法律の問題点としましては、受け取りを拒否しました日本共産党が受け取

るべき政党助成金を国庫へ返納はしていただけなくて、残りの政党で山分けをするとい
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うようなこういう制度になっております。この点についても、そもそもから私は問題が

あるというふうに感じてきた制度であるということを、まず申しあげたいと思います。 

  そして、一番問題にしたいのは、この政党助成金、ただいま申しあげました人口によ

って１人２５０円掛けられておりますが、实は昨年、国勢調査が行われました。この国

勢調査で日本の人口が約２８万８，０００人増加したというふうに言われております。

ということは、来年度からの５年間、国勢調査での人口でこれは支給が決まりますので、

来年からの５年間は７，２００万円が増額となって３２０億１，４００万円というふう

な今、概算予算要求が出ております。これを５年間、この金額でいくという形になるん

ですね。 

  ところが、皆さんもご承知のように、ことしは東日本大震災があり、また本県も被害

を受けました台風１２号。これらの災害で多くの方が亡くなり、行方不明になり、国勢

調査の人口は大きく変動を来しております。それにもかかわらず、今後５年間、間違っ

た数字のまま支払われる。このことも私は大きな問題だと考えております。  

  そして、先ほど反対者おっしゃられました、民主・自民・公明など、国会議員も身を

切るといって歳費のカットのことなどはおっしゃっておられましたけれども、私は国民

に所得税などの復興増税や消費税増税を言っておられるこれらの政党が、まずもって、

この大切な税金である政党助成金をやめていくべきである。しかも、基金へとため込ん

だ大きな金額があります。先ほども出てまいりました６３億６，６８３万円。この政党

助成金の基金の残高のうち、民主党さんにおかれては、何と４４億６２８万円を基金と

してお持ちになってるんです。ですから、こういう、本来なら政党助成金は使い切るこ

とを根本とされておりますが、その、私は基金というのは法律の抜け道だと思っており

ます。この法律の抜け道である基金というようなものを使ってため込んでいるお金、こ

れは即刻、私は国庫へ返還していただいてきちっと災害復旧のため、被災者の皆さんの

ために使われるべき私たちの大切な税金ではないかというふうに思っております。私た

ちの大切な税金がそのようにため込まれているということについては許すことができな

いというふうに思っております。  

  また皆さん、先ほど反対者もおっしゃられていました政党助成金というのは、使途に

ついての報告書もきちっと上げていかなけれならない。きちっと使われているとおっし

ゃっておられました。けれども、民主党のある国会議員さんのいらっしゃる支部で、５
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年間に車の購入、運転手さんを雇い入れる、その車の部品代、タイヤ交換、車検費用、

その車の保険代、こういうことに１，１５０万円も使っておられる。政党助成金で。  

  どうでしょうか、皆さん。岩手県の大槌町の６８歳の女性のインタビューを聞いてま

した。津波で家は全壊、自動車も２台失った。今、仮設住宅で暮らしている。私にはつ

まようじ１本すらのこらなかった。車のない生活で、私たち高齢者は動けない、この災

害の中で動けない。こんなふうにおっしゃっておられる。でも政党助成金では逆に国会

議員さん、歳費を減らすとか言いながらもそういうことにお金を使っておられる。そし

て私は、何よりもこの制度に逆に不満を感じるのは、いろいろ見ていきますとその使途

なんですけれども、使い方の中で、政党は、私は、本来はみずからが集めた資金で運営

すべきであるというふうに考えているんですが、ところが選挙の供託金にまでこの政党

助成金をあてているというケースがあるんです。どうでしょうか、皆さん。じゃあ、個

人は、政党助成金をもらっていない個人は、自分で頑張ってお金をためて供託金を用意

しなければ選挙に立候補ができない。でも、政党に所属さえしていれば、政党助成金で

供託金を払ってもらえる。こういうところに違いが出てくることに、私は問題があると

いうふうに感じています。いろいろな問題点ございます。いろんな考え方もございます。

でも法律ありきではなく、この法律に問題があるのなら、この問題を改正してでも、今、

日本の国が何をやらなければならないのか、何が必要なのか、これを考えながら地方議

会もそして国政も皆で力を合わせて復興に向けて頑張っていくときではないでしょうか。

こんなため込んでいるお金、政党助成金そのものの問題は、今、百歩譲って棚に上げた

としても、最低でも、毎年この余った交付金は、もともとの税金なんだから国庫に返還

して当たり前のお金なんだから、今すぐ復興に使うべきだと私自身は考えております。   

そのことを強く皆さんにも訴えさせていただきまして、私のこの意見書に対する賛成

意見とさせていただきたいと思います。 

  どうぞ、委員皆さんのご理解、よろしくお願いいたします。  

○議長（嶋田善行君） これをもって討論を終結いたします。本案については、賛否両論

であります。よってこれより採決を行います。  

  本案を可決することに賛成の議員の起立を求めます。  

             （起立する者あり） 

○議長（嶋田善行君） 起立尐数であります。 

  よって、発議第１０号については、賛成尐数で否決いたされました。  
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  続いて、日程５、各常任委員会の閉会中の継続審査についてを議題といたします。  

  各常任委員長から、委員会において審査中の事件について、斑鳩町議会会議規則第７

５条の規定により、お手元に配付いたしております申出書のとおり、閉会中の継続審査

の申し出があります。 

  お諮りいたします。各常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とするこ

とにご異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、各常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定い

たされました。 

  各常任委員会には、それぞれの事件における閉会中の審査について、よろしくお願い

をいたします。 

  続いて、日程６、議会運営委員会の閉会中の継続審査についてを議題といたします。  

  議会運営委員長から、委員会において審査中の事件について、斑鳩町議会会議規則第

７５条の規定により、お手元に配付いたしております申出書のとおり、閉会中の継続審

査の申し出があります。  

  お諮りいたします。委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご

異議ございませんか。 

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（嶋田善行君） 異議なしと認めます。 

  よって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたされ

ました。 

  議会運営委員会には、閉会中の審査について、よろしくお願いをいたします。  

  以上をもちまして、本日の議事日程はすべて終了いたしました。  

  閉会に先立ちまして、町長のあいさつをお受けいたします。 

  小城町長。 

○町長（小城利重君） 平成２３年第６回町議会定例会の閉会にあたり、一言あいさつを

申しあげます。 

  去る１２月５日の開会から本日まで、斑鳩町暴力団排除条例についてをはじめ、本日

追加議案として提出させていただきました、議案第４８号 斑鳩町町税条例の一部を改
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正する条例についてを含めまして、全１３議案を提出させていただきましたところ、終

始ご熱心にご審議いただいた結果、いずれの議案につきましても原案どおりご承認賜り、

心より感謝を申しあげますとともに、厚くお礼を申しあげます。 

  さて、平成２４年は町制６５周年という節目の年であります。新年度の予算編成にあ

たっては、厳しい財政状況の中ではありますが、第４次斑鳩町総合計画のさらなる推進

に向けて予算編成に取り組んでまいりますので、今後とも、さらなるご支援、ご協力を

賜りますようお願い申しあげます。 

  東日本大震災をはじめ、未曾有の災害に見舞われた平成２３年も残すところあとわず

かとなりました。寒さも一段と厳しさをます時期でもありますが、議員皆様方におかれ

ましては、くれぐれもお体にご自愛の上、よいお年をお迎えいただきますよう念じます

とともに、新しい年は災害のない１年となることを祈念し、閉会のあいさつとさせてい

ただきます。 

  どうもありがとうございました。  

○議長（嶋田善行君） これをもって、平成２３年第６回斑鳩町議会定例会を閉会いたし

ます。 

  どうも、ご苦労さまでございました。 

（午前１０時４９分 閉会） 


